
　地域芸能の伝承は、コミュニティーの活性化を図る上で非常に有効な
手段です。市では、こうした「市民力」を「防災力」につなげるため、
一昨年前から「西条獅子舞フェスティバル」を開催しています。
　今年は11月２日に西条運動公園で開催し、市内外から12団体の参加を
いただきました。出演された皆さんは、地域で培ってきた伝統芸能を惜
しみなく披露いただき、訪れた約1000人の観衆を魅了していました。

　地域の雇用機会の創出と就
労支援を目的とした「人材マ
ッチング・合同就職面接会」
が総合文化会館で開催されま
した。
　本年度は地元企業を中心と
した30社の参加の下、地域の
常用雇用求職者を対象とした
面接会が実施されたほか、新
規高卒予定者を対象とした就
職フェアや、専門機関による
就職相談・適職診断コーナー
・面接セミナーも開催され、
来場者は熱心に各ブースで耳
を傾けていました。

　「千の風になって」の訳詩・作曲者である新井満さんをお迎
えして「千の風になって」のまちづくり実行委員会が主催する
「講演と朗読と歌唱の夕べ」が10月１日に開催されました。
　「千の風になって」の貴重な曲の誕生秘話をはじめ、秋川雅
史さんとの出会いやエピソードなどが紹介されたほか、すてき
な朗読と歌唱の披露がありました。

　江戸時代後期に小松藩の儒官
として、その生涯を教育に捧げ
“伊予聖人”と呼ばれた「近藤篤
山」先生の教えに触れ、学ぶこ
とによって、地域にふさわしい
文化活動の啓発および推進を図
ることを目的に「篤山先生とそ
の教育」を開催しました。
　当日は、渡部盛幹氏（写真上
左）の記念講演や小松地域の小
・中・高校生による学習・研究
成果発表（写真上右）、椿写真
展（写真下）があり、多くの人
が篤山先生の遺徳を偲び、その
功績に思いを馳せていました。

　1980年以前の国産車・外国車約180台を一堂に展示し、バラエティ
ーに富んだ車を見て楽しむ「クラシックＣａｒニバルin小松2008」が
石鎚山ハイウェイオアシスで行われました。
　当日はビンゴゲームや宝投げなどのイベントも実施され、来場者は
懐かしい名車の車談義に花を咲かせながら、子どもたちと一緒に楽し
んでいました。

　20年ぶりに秋季四国地区高校野球大会で優勝した西条高等学
校野球部の田邉行雄監督や井下真志主将、山内譲校長らが市役
所を訪れ、優勝までのエピソードなどを伊藤市長に報告しまし
た。春の選抜大会出場が濃厚となっている皆さんに市長も激励
のことばを送り、今後の更なる活躍を願っていました。
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　日頃、公民館などで磨いた腕前を発表する東予地域と小松地
域の文化祭が、11月８・９の両日、中央公民館や小松公民館な
どで華やかに開催されました。
　訪れた人は、同じ趣味の人の作品や演技に触れ、しきりに感
心したり、研究をしたりと文化の香りいっぱいの両会場でした。

愛されつづけたクラシックカーがずらり!
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